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構成 
 デモは以下のような構成で行います。 
 

 
                  スキャナ           パソコン 
 
 
 
帳  票：株式会社クオンで発行している納品伝票（デモ用）を使用します。 
スキャナ：弊社のスキャナを使用します。 
パソコン：弊社のノートパソコンを使用します。 
 
帳票を実際にスキャナに入れ、「読みとリスト」を使用して、伝票データを作成するデモを

行います。 
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正常読取デモ 
「読みとリスト」を起動します。起動直後は下のような画面となります。 

 
「読取開始」ボタンをクリックすると、読み取り待機状態になります。 

 
 
 この状態で、伝票をスキャナで読み取ると、伝票の読取が実行されます。 
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 すべての伝票の読取処理が終了したら「読取終了」をクリックします。下図では読取を

行った結果、正常登録が 18 件、疑義が 2 件となります（実際のデモの際にはスキャナの読

み取り精度の影響で、この数値が異なる場合があります） 
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正常データの確認 
 
 正常登録データは正式版ではお客様のお使いのシステムに仕入伝票として直接登録され

ることになりますが、デモ版ではデスクトップ上のファイルに読取結果を出力しています。 

 
 
疑義データの確認 
 疑義データとは読取作業後のチェック時に読取結果に疑いありと判定されたデータの事

です。チェック方法はカスタマイズすることが出来ますが、デモでは数値の縦横計算チェ

ックと商品マスターチェック、商品単価チェック、ロットパターンチェック（簡易版）を

行っています。 
 
 疑義と判定されたデータを確認するにはメイン画面で「疑義データ編集画面」をクリッ

クします。 
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疑義編集画面は商品コードや伝票番号での検索が可能ですが、デモでは条件を指定せずに

「検索」ボタンをクリックします。 
疑義データが表示されます。 

 
 
 上記の例では伝票番号 7 番と伝票番号 20 番が疑義となっています。 
 7 をダブルクリックすると、帳票のどの部分が疑義判定されたかを表示する画面が表示さ

れます。 
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疑義編集画面を見ると、２行目のロット番号が疑義判定されていることが分かります。 

 

疑義が出ているロットをダブルクリックすると、どのような画像を読み込んでどのよう

な結果になったかを知ることが出来ます。疑義が出ている部分のみ画面を見ながら修正で

きます。 

 
 
 
 
※本デモバージョンでは疑義画面からの登録処理は行えません。 
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マスター単価の変更デモ 
 今回のデモでは仕入伝票の単価がシステムに登録されている商品の単価と同じかどうか

のチェックも行っています。 
 マスター商品の単価を変更してみます。 
 

 
 
 伝票番号 3 番の伝票を読み込むと、単価のエラーが出ます。 
 

 
 伝票の単価を修正するか、お使いのシステムのマスターの単価を変更することによって

対応します。システムのマスター単価を変更した場合には「商品マスター再チェック」を

クリックすることによりマスター単価の再チェックを行います（デモ版では対応していま

せん） 
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伝票汚れによる誤読取のデモ 
 伝票番号 9 番の伝票の消費税部分の 5 を 6 に書き換えます。5 の上部分を水平ではなく丸

みをつけるのがポイントです。 
 

 
 
 読取を実行すると疑義が発生します。 
 

 
 
 消費税の読取が￥660 と認識されてしまいましたが、合計+消費税が総合計にならないた

め、チェックに引っかかり疑義となっていることを確認できます。 
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